
日
本
共
産
党
甲
府
市
議
団

ご
意
見
、
生
活
相
談
な
ど
は
℡
２
２
６-

４
９
９
１
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い

12
月
議
会
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中小企業・小規模企業
振興条例が制定

　

甲
府
市
議
会
12
月
定
例
会

で
「
甲
府
市
中
小
企
業
・
小

規
模
企
業
振
興
条
例
」
を
制

定
す
る
議
案
が
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
条
例
は
、
中
小
企
業
・

小
規
模
企
業
を
振
興
す
る
た

め
の
施
策
を
総
合
的
・
計
画

的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的

に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

施
策
推
進
に
あ
た
っ
て
の

基
本
理
念
と
し
て
①
「
中
小

南
ス
ー
ダ
ン
派
遣
中
止
を

請
願
は
不
採
択

　

安
全
保
障
関
連
法
の
も
と

で
の
自
衛
隊
の
南
ス
ー
ダ
ン

派
遣
に
つ
い
て
、「
慎
重
な

対
応
」「
中
止
」
を
求
め
る

国
へ
の
意
見
書
提
出
を
求
め

る
請
願
が
不
採
択
と
な
り
ま

し
た
。

　

国
の
人
事
院
勧
告
に
も
と

づ
き
、
特
別
職
（
市
長
、
副

市
長
、
教
育
長
、
代
表
監
査

委
員
）
と
議
員
の
期
末
手
当

が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

過
去
に
は
「
市
財
政
が
厳

し
い
」「
社
会
情
勢
を
勘
案

し
て
」
な
ど
の
理
由
で
見

送
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

状
況
は
変
わ
っ
て
い
な
い
う

え
、
す
で
に
高
給
取
り
の
特

別
職
の
手
当
引
き
上
げ
は
市

民
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
と

反
対
し
ま
し
た
。（
一
般
職

に
つ
い
て
は
生
活
保
障
や
地

域
経
済
へ
の
影
響
を
考
え
賛

成
し
ま
し
た
）

企
業
・
小
規
模
企
業
は
、
地

域
社
会
の
発
展
・
市
民
生
活

の
向
上
に
貢
献
し
て
い
る
重

要
な
存
在
で
あ
る
」
と
の
認

識
の
も
と
に
、②
中
小
企
業
・

小
規
模
企
業
に
よ
る
自
主
的

な
努
力
が
助
長
さ
れ
る
よ
う

に
、
③
中
小
企
業
・
小
規
模

企
業
の
活
力
が
最
大
限
発
揮

さ
れ
、
事
業
の
持
続
的
な
発

展
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
、
④

市
、
中
小
企
業
関
係
団
体
、

金
融
機
関
、
大
企
業
、
教
育

機
関
、そ
の
他
の
関
係
機
関
、

市
民
が
、
中
小
企
業
・
小
規

模
企
業
と
と
も
に
相
互
に
連

携
・
協
力
し
て
、
の
４
つ
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

　

市
の
責
務
と
し
て
①
人
材

の
育
成
お
よ
び
確
保
、
②
経

営
基
盤
の
強
化
、
③
創
業
の

市
の
責
務
な
ど
を
規
定

（古上条町在住）
内藤しろう

（朝日在住）
清水ひでとも

木内なおこ
（山宮町在住）

特
別
職・議
員
の
期
末
手
当
引
き
上
げ

一
方
で
　
　
斎
場
使
用
料
値
上
げ

　

一
方
、
斎
場
使
用
料
は
値

上
げ
さ
れ
ま
し
た
。「
老
朽

化
し
た
施
設
改
修
」
を
理
由

に
し
て
い
ま
す
が
、
市
民
負

担
に
財
源
を
求
め
る
べ
き
で

は
な
い
の
で
日
本
共
産
党
は

反
対
し
ま
し
た
。

　

同
条
例
を
具
体
的
な
施
策

に
つ
な
げ
、
中
小
企
業
・
中

小
企
業
振
興
と
地
域
経
済
活

性
化
を
図
る
た
め
、
引
き
続

き
が
ん
ば
り
ま
す
。

促
進
、④
販
路
拡
大
の
促
進
、

⑤
地
場
産
業
の
振
興
、
が
規

定
さ
れ
、
金
融
機
関
、
大
企

業
者
、
教
育
機
関
等
の
役
割

も
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
施
策
を
推
進
す

る
た
め
、
必
要
な
財
政
上
の

措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め

る
」な
ど
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

党
市
議
団
の
論
戦
実
る

　

日
本
共
産
党
は
中
小
企
業

振
興
条
例
制
定
を
繰
り
返
し

求
め
て
き
ま
し
た
。（
表
）

日本共産党
甲府市議団
ニ ュ ー ス
（市政活動報告書）
日本共産党甲府市議団
〒400-0041
甲府市上石田4-18-10
電話 055（226）4991

中小企業・小規模企業振興条例制定に向けた
日本共産党市議団のおもな論戦
1995 年 3月 当時の市の「指針」を、経済振興条例へと格上げする

よう提案

1999 年 12月 中小企業振興条例の制定、地域経済振興会議の設置を
提案

2000 年 3月 すべての商店などを市職員が訪問して実情や要望など
を聞き取る悉皆（しっかい）調査の実施を求める

2006 年 3月 市の責務、事業者の役割、市民との協力を定めた中小
企業振興条例の制定を求める

2013 年 9月 行政、中小業者、関係業界、
大企業、大型店、金融機関、
市民の役割を明確にした条
例制定を求める

　

南
ス
ー
ダ
ン
は
、
停
戦
合

意
や
中
立
性
な
ど
「
Ｐ
Ｋ
Ｏ

参
加
５
原
則
」
が
崩
壊
。
新

任
務
の
「
駆
け
付
け
警
護
」

で
、
政
府
軍
と
交
戦
す
る
事

態
も
起
こ
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

日
本
共
産
党
は
請
願
採
択

を
主
張
し
ま
し
た
。
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介
護
事
業
所
、
労
働

者
の
実
態
調
査
を

　

２
０
１
６
年
11
月
に
「
甲

府
市
介
護
保
険
を
よ
く
す
る

会
」
か
ら
本
市
へ
、
８
項
目

の
要
請
書
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
介
護
事
業
所
の
代
表
の

方
は
「
要
支
援
と
認
定
さ
れ

て
か
ら
７
年
間
、
要
介
護
状

態
に
移
行
せ
ず
に
生
活
し
て

い
る
80
代
の
方
が
い
る
。
専

門
職
が
関
わ
っ
て
い
る
か
ら

こ
そ
で
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
①
「
要
支

援
」
と
認
定
さ
れ
た
人
に
対

し
、
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
に
よ
る

専
門
的
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

　

子
ど
も
の
相
対
的
貧
困
率

は
16
・
３
％
（
２
０
１
２
年
、

厚
生
労
働
省
「
国
民
生
活
基

礎
調
査
」
か
ら
）
と
最
悪
を

記
録
し
、
ひ
と
り
親
家
庭
の

貧
困
率
は
５
割
を
超
え
て
い

ま
す
。

　

山
梨
県
内
で
２
０
１
６
年

８
月
に
「
子
ど
も
の
貧
困
を

考
え
る
会
」
が
結
成
さ
れ
ま

し
た
。

　

同
会
が
取
り
組
ん
だ
ア
ン

　

学
校
図
書
館
司
書
の
「
雇

い
止
め
」
問
題
の
根
底
に

は
、
専
門
性
、
継
続
性
、
公

平
性
が
求
め
ら
れ
る
公
務
労

働
（
特
に
専
門
職
）
で
、
国

主
導
で
正
規
雇
用
か
ら
非
正

規
雇
用
へ
の
置
き
換
え
が
お

こ
な
わ
れ
て
き
た
こ
と
に
あ

り
ま
す
が
、
非
正
規
雇
用
は

あ
く
ま
で
例
外
的
、部
分
的
、

一
時
的
、
補
助
的
で
あ
る
べ

き
で
す
。

　

学
校
図
書
館
司
書
は
、
児

童
生
徒
の
読
書
離
れ
と
、
社

会
の
情
報
化
の
進
展
の
中

で
、
多
く
の
情
報
の
中
か
ら

児
童
生
徒
が
自
ら
必
要
な
情

報
を
収
集
・
選
択
・
活
用
す

る
力
の
育
成
や
、「
や
す
ら

ぎ
の
場
」
と
し
て
訪
れ
る
子

ど
も
へ
の
応
対
な
ど
、
正
規

雇
用
で
安
定
的
な
労
働
条
件

が
確
保
さ
れ
る
べ
き
職
種
で

す
。

　

市
は
総
務
省
通
知
を
根
拠

に
、「
期
間
雇
用
」
の
繰
り

返
し
や
「
再
応
募
制
限
」
を

　

熊
本
地
震
を
受
け
て
、６
、

９
月
議
会
で
多
く
の
議
員
が

防
災
対
策
を
取
り
上
げ
ま
し

た
。
日
本
共
産
党
は
12
月
議

会
で
は
「
甲
府
市
地
域
防
災

計
画
」
の
見
直
し
の
進
ち
ょ

く
状
況
を
質
問
し
ま
し
た
。

　

当
局
は
▽
熊
本
地
震
の
検

証
作
業
を
続
け
て
い
る
、
▽

「
物
資
集
積
拠
点
施
設
」
は
、

甲
府
市
総
合
市
民
会
館
と
環

境
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
増
設
を

検
討
し
て
い
る
、
▽
物
資
輸

送
と
管
理
に
つ
い
て
専
門
業

者
と
の
協
定
を
予
定
、▽「
車

中
泊
」
な
ど
「
避
難
所
外
避

難
者
」へ
の
対
応
を
策
定（
日

本
共
産
党
が
要
求
）、
▽
避

難
所
内
へ
畳
の
配
備
す
る
協

定
や
甲
府
刑
務
所
施
設
の
一

部
利
用
の
協
定
―
な
ど
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

木
造
仮
設
住
宅
の
導

入
を

　

鉄
骨
仮
設
住
宅
は
、
設
置

費
用
の
安
さ
や
工
期
の
面
で

優
位
性
が
あ
り
ま
す
が
、
居

住
性
が
悪
く
、
追
加
工
事
で

結
局
高
く
つ
き
ま
す
。
木
造

仮
設
住
宅
は
断
熱
性
、
遮
音

性
に
す
ぐ
れ
、
長
期
間
の
使

用
が
可
能
で
、
地
元
産
材
の

活
用
、
地
元
工
務
店
が
建
設

無
料
低
額
診
療
事
業

薬
代
へ
助
成
を

　

低
所
得
者
な
ど
に
無
料
ま

た
は
低
額
な
料
金
に
よ
っ
て

診
療
を
お
こ
な
う
無
料
低
額

診
療
事
業
は
、
市
内
で
は
甲

府
共
立
病
院
な
ど
で
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
薬
代
に
つ
い
て
は

同
事
業
の
対
象
外
と
な
っ
て

患
者
負
担
が
生
じ
る
こ
と
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
共
産
党
は
、
無
料
低

額
診
療
事
業
を
利
用
す
る
人

を
対
象
と
し
た
、
薬
局
で
の

薬
代
へ
の
助
成
を
求
め
ま
し

た
。

「
地
域
防
災
計
画
」

見
直
し
す
す
む

す
る
の
で
地
域
経
済
活
性
化

に
寄
与
し
ま
す
。
㈳
全
国
木

造
建
設
事
業
協
会
は
、
山
梨

県
と
も
応
急
木
造
仮
設
住
宅

建
設
推
進
の
協
定
を
結
び
ま

し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
木
造
仮
設

住
宅
の
導
入
を
要
求
。
当
局

は「
県
と
の
整
合
性
を
と
る
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の

奨
励
・
助
成
を

　

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
建
物

倒
壊
後
に
発
生
す
る
通
電
火

災
を
防
ぐ
た
め
に
、
震
度
５

強
の
地
震
発
生
時
に
自
動
的

に
電
気
供
給
を
遮
断
す
る
ブ

レ
ー
カ
ー
で
す
。
国
が
普
及

を
よ
び
か
け
、
い
く
つ
か
の

自
治
体
が
設
置
助
成
を
し
て

い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
甲
府
市

で
も
助
成
制
度
を
創
設
す
る

こ
と
、
木
造
家
屋
密
集
地
域

で
の
普
及
、
奨
励
の
た
め
の

自
治
会
へ
の
働
き
か
け
を
求

め
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
地
震
と
水
害

で
避
難
場
所
が
違
う
地
域
へ

の
周
知
徹
底
を
求
め
ま
し

た
。

子
ど
も
の
貧
困
実
態
調
査
を
早
急
に

ケ
ー
ト
で
は
、
学
校
の
教
材

費
や
給
食
費
な
ど
の
負
担
が

重
く
の
し
か
か
っ
て
い
る
こ

と
や
、
所
得
が
低
い
な
か
で

我
が
子
に
人
並
み
の
暮
ら
し

を
さ
せ
て
あ
げ
ら
れ
な
い
辛

さ
、
大
学
や
専
門
学
校
へ
の

進
学
に
お
金
が
か
か
り
す
ぎ

て
子
ど
も
の
希
望
す
る
進
路

を
選
択
さ
せ
て
あ
げ
ら
れ
な

い
実
態
な
ど
、
多
く
の
切
実

な
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
を
も
と
に
同
会

は
①
返
済
不
要
の
奨
学
金
制

度
の
創
設
②
医
療
費
助
成
制

度
の
年
齢
拡
大
③
給
食
費
の

補
助
④
就
学
援
助
の
拡
充
⑤

高
校
入
学
準
備
金
創
設
の
５

項
目
の
要
望
を
県
知
事
に
提

出
し
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
市
議
会

で
、
子
ど
も
の
貧
困
の
実
態

調
査
に
早
急
に
取
り
組
む
よ

う
求
め
ま
し
た
。

条
例
で
公
的
責
任

位
置
付
け
を

　

民
間
に
よ
る
「
子
ど
も
食

堂
」「
無
料
塾
」「
フ
ー
ド
バ

ン
ク
」
な
ど
が
広
が
っ
て
い

ま
す
が
、
支
援
を
必
要
と
し

て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
行
き

渡
っ
て
い
る
の
か
心
配
す
る

声
も
出
て
い
ま
す
。

　

自
治
体
の
「
公
的
責
任
」

を
位
置
付
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

日
本
共
産
党
は
「
子
ど
も

の
貧
困
対
策
条
例
」
を
制
定

す
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し

た
。

　

当
局
は
実
態
調
査
や
条
例

制
定
に
つ
い
て「
引
き
続
き
、

調
査
・
研
究
し
ま
す
」
と
答

弁
し
ま
し
た
。

す
る
こ
と
、
②
介
護
事
業
者

や
介
護
労
働
者
を
対
象
と
し

た
、経
営
状
況
や
労
働
条
件
、

要
望
な
ど
を
尋
ね
る
実
態
調

査
も
実
施
す
る
こ
と
を
提
案

し
ま
し
た
。

全
児
童
・
生
徒
対
象
の

学
習
支
援
事
業
を

　
「
貧
乏
だ
と
思
わ
れ
た
く

な
い
」
か
ら
と
、
困
窮
家
庭

を
対
象
に
し
た
無
料
塾
に
は

行
か
な
い
子
ど
も
が
い
る
と

い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

日
本
共
産
党
は
、
神
奈
川

県
大
和
市
の
例
を
示
し
、
す

べ
て
の
児
童
・
生
徒
が
参
加

で
き
る
、
基
礎
学
力
向
上
を

め
ざ
し
た
学
習
支
援
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
を
提
案
し
ま

し
た
。

学
校
図
書
館
司
書
継
続
雇
用
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
雇
用
さ
れ
る
側
の
生
活
権

や
専
門
性
を
軽
視
し
た
機
械

的
な
法
令
主
義
で
あ
り
、
同

じ
通
達
の
い
う
「
平
等
取
扱

い
の
原
則
」
に
抵
触
す
る
こ

と
を
指
摘
し
て
、
制
度
改
善

と
雇
用
継
続
を
求
め
ま
し

た
。

注
　
相
対
的
貧
困
率
　
等
価

可
処
分
所
得
（
世
帯
の
可
処

分
所
得
を
世
帯
人
員
の
平
方

根
で
割
っ
て
調
整
し
た
所

得
）
の
中
央
値
の
半
分
に
満

た
な
い
世
帯
員
の
割
合

簡
易
型
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

保
障
し
、

介
護
の
質

を
低
下
さ

せ
る
こ
と

な
く
提
供


